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表 1 では 1970 年国勢調査の時点で 7％を超えている。14％を超えた「高齢社会」を迎える
のは 1995 年国勢調査である。さらに 2010 年国勢調査の数値では 21％を超えた「超高齢社
会」となっている。この高齢化率の進行速度は，西欧諸国と比べても著しく早い 3) 。老年
人口の中でも，75歳以上の人の割合が徐々に高くなっているのが表 1 からも分かる。 
また，介護保健制度における要介護者等は 2003年度末の 370.4万人から，10年後の 2013
年度末には 569.1万人と約 200万人増加している。その中で，65～74 歳と 75歳以上の被保
険者について，要介護認定を受けた人の割合を比較してみると「65～74 歳で要介護の認定





表 1  国勢調査ごとの年齢区分別人口の割合の推移(％) 5)  
年次 総数 15歳未満 15～64歳 65歳以上 (内 75歳以上) 
1965 100 25.7 68.0 6.3 (1.9) 
1970 100 24.0 68.9 7.1 (2.1) 
1975 100 24.3 67.7 7.9 (2.5) 
1980 100 23.5 67.4 9.1 (3.1) 
1985 100 21.5 68.2 10.3 (3.9) 
1990 100 18.2 69.7 12.1 (4.8) 
1995 100 16.0 69.5 14.6 (5.7) 
2000 100 14.6 68.1 17.4 (7.1) 
2005 100 13.8 66.1 20.2 (9.1) 
2010 100 13.2 63.8 23.0 (11.1) 
2015 100 12.6 60.7 26.6 (12.8) 
 
 そして，貧富や年齢・居住地域による情報格差が存在する。例としてインターネットの
利用率を比較の対象とする。2015 年末の調査である。世帯の年収が 600 万円を超えている
世帯では利用率は 90％を上回っているのに対し，年収 200～400 万円の世帯では 74.3％，
200万円未満の世帯では 60.6％となっている。年齢別では，59歳未満の利用率が 90％を超




と市区町村数の推移」7) によると，1 市区町村あたりの平均面積は，2003 年には 117.73 ㎢
であったのが 2013年には 216.23㎢となっている。1.84倍である。全国の公共図書館数は，












































アウトリーチ・サービスは，主にアメリカで展開され始めた。1969年 5月の Wilson Library 
Bulletin は「ライブラリー・アウトリーチ」の特集を組んだ。この特集号には，アウトリ
ーチ・サービスに関する 17本の記事や論考が掲載された 12) 。これ以降にアメリカ公共図書
館界において「アウトリーチ」という呼称が徐々に使われ始めた 13) 。 







なものとしては以下のような活動がある。⑴ダラス・パブリックライブラリーは 1968 年 6






























 K.Weibel の“The evolution of library outreach 1960-75 and its effect on reader 













































































































第 2章 文献による事例分析 
2.1 対象者層の特定 



















による病院貸出サービスを報告している 24) 。市内の 4ヶ所の病院の玄関前に移動図書館車
を横付けする方法で貸出をしていた。 
店開き方式の事例は，松戸市立図書館による 2002年のレポートがある 25) 。4つの病院を
対象に，1つの病院当たり週 1回の巡回頻度で，施設内貸出場所までキャスター付き専用ブ
ックトラックで 800冊くらいの資料を搬入していた。枚方市の場合は 2つの病院を対象に，
1つの病院当たり 2週間に１回の割合で巡回し，病院 1 階の中央廊下で，ブックトラック・
 １１ 
 












































の保育園に巡回を始めた 34) 。子どもたちは 1人あたり 1～2冊を自分で選び，保育士は読み
聞かせのために絵本や紙芝居を選ぶ様子が紹介されている。 
























があることをレポートしている 30) 。 
2.2.5 矯正施設入所者 
岡山市では 1974年頃から岡山少年院の生徒が移動図書館車から直接図書を選んで借りて
いた記録がある 40) 。比較的新しい事例としては姫路市の活動がある 41) 。市内にある拘置支
所と少年刑務所を移動図書館が訪問する様子を写真や図も使用して詳しく伝えている。 
2.2.6 被差別地区住民 
1980 年に名古屋市の移動図書館は被差別地区の住民に巡回サービスを行っていた 42) 。紹
介されているのは 2つの地区での貸出の様子だが，1つの地区では住民の生活実態に合わせ
て夜間（18 時～19 時 30 分）の巡回貸出を実施していた。1997 年頃には訪問先の施設内に

















































































































13.77 261,723 141,769 19,006 59,715 22.8 
 (2016年 1月 1日現在の住民基本台帳人口・世帯数による) 
表 4  墨田区の国勢調査ごとの人口の変化 
国勢調査年 2005 2010 2015 
人口(人) 231,173 247,606 256,416 
(『全国市町村要覧 平成 28年版』（第一法規，2016）による) 
 産業別就業人口の構成比は表 5 のとおりである。 
表 5  墨田区の産業別就業人口構成比 
 一次産業 二次産業 三次産業 
構成比（％） 0.1 22.2 77.7 
(『全国市町村要覧 平成 28年版』（第一法規，2016）による) 










 2015 年度の主な図書館統計は次のとおりである。 
表 6  墨田区立図書館統計(2015年度) 
個人貸出点数   
(点) 




































出向き，月に 1回の頻度での個人貸出サービスを行っている。また 2003年から 2005年に
かけて，ある小学校の心身障害学級に図書館員が出向き，「お楽しみ会」と資料提供を行っ
た。2005 年には学級の子どもたちと先生と図書館員が共同で企画・準備をした公開授業を







 調査の概要は表 7 のとおりである。 
 
表 7  墨田区立図書館調査の概要 
調査対象施設 墨田区立ひきふね図書館，高齢者施設 2館，知的障害者施設 2館 
調査対象者 障害者サービス担当図書館員 2名，一般書サービス担当図書館員 1名，
高齢者サービス協力者 2名，拡大写本協力者 2名，高齢者 2名 
 ２１ 
 
調査時期 2016 年 2月～8月 


















































































































































95.27 420 232 4 186 44.3 
 (2016年 1月 1日現在の住民基本台帳人口・世帯数による) 
表 9  大川村の国勢調査ごとの人口の変化 
国勢調査年 2005 2010 2015 
人口(人) 538 411 397 
(『全国市町村要覧 平成 28年版』（第一法規，2016）による) 
 産業別就業人口の構成比は表 10 のとおりである。 
 
表 10  大川村の産業別就業人口構成比 
 一次産業 二次産業 三次産業 
構成比（％） 30.9 12.0 57.1 





の中心部が水没した。これらにより 1960年代には 4,000人を超えていた人口は，現在約 400
人で，離島を除いて日本一人口の少ない村といわれている 51) 。村内には書店は無い。高齢











 2015 年度の主な図書館統計は次のとおりである。 
 
表 11  大川村立図書室ことな館統計(2015年度) 
個人貸出点数   
(点) 















 調査の概要は表 12 のとおりである。 
 




課職員，高齢者 4 名 
調査時期 2016 年 4月～9月 



















































17.30 164,034 75,456 9,481 26,223 16.0 
 (2016年 1月 1日現在の住民基本台帳人口・世帯数による) 
表 14  浦安市の国勢調査ごとの人口の変化 
国勢調査年 2005 2010 2015 
人口(人) 155,290 164,877 164,086 
(『全国市町村要覧 平成 28年版』（第一法規，2016）による) 
 産業別就業人口の構成比は表 15 のとおりである。 
表 15  浦安市の産業別就業人口構成比 
 一次産業 二次産業 三次産業 
構成比（％） 0.1 13.2 86.7 
(『全国市町村要覧 平成 28年版』（第一法規，2016）による) 
浦安市の 2014年度の財政力指数は 1.48で人口および産業構造の類似している全国 50の





 2015 年度の主な図書館統計は次のとおりである。 
表 16  浦安市立図書館統計(2015年度) 
個人貸出点数   
(点) 

























































表 17  浦安市立図書館調査の概要 
調査対象施設 浦安市立中央図書館，東京ベイ・浦安市川医療センター，浦安商工会議
所 
調査対象者 図書館員 6名，病院利用者 1名，創業支援セミナー参加者 2名 
調査時期 2016 年 9月～11 月 
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矯正施設入所者 岡山市['74～] 54) 67) 姫路市['98～] 34）
















ビジネスパーソン 鳥取県['05～] 41） 44) 横浜市['10～] 73)
※１公立図書館の活動ではない
1970年代 1980年代 1990年代 2000年代 2010年代
図書館界の関連
する動き
『市民の図書館』刊行(70
年)
「ピノキオ」回収問題(76
年～)
「図書館の自由に関する
宣言1979年改訂」採択
(79年）
「図書館員の倫理綱領」
承認(80年）
第52回国際図書館連盟
(IFLA)東京大会開催(86
年)
「公立図書館の任務と目
標」発表(87年)
全国患者図書サービス
連絡会設立(94年)
図書館法一部改正(99
年)
「これからの図書館像」
報告(06年）
図書館法一部改正(08
年)
「矯正と図書館サービス
連絡会」発足(10年)
「図書館の設置及び運営
上の望ましい基準」告示
(12年)
社会での関連
する動き
視覚障害者読書権保障
協議会（視読協）結成(70
年）
第1次オイルショック(73
年)
第2次オイルショック(79
年）
国際障害者年(81年)
老人保健法施行（70歳以
上の医療無料制廃止）
(83年)
第1次臨時行政改革推進
審議会設置(83年)
日本電信電話株式会社
（NTT)・日本たばこ産業
株式会社（JT）発足(85
年)
バブル期崩壊(91年）
「自動車NOx・PM法」施
行(93年)
児童の権利に関する条
約批准(94年)
高齢化率が14％を超え
る(94年)
阪神・淡路大震災(95年)
Windows95発売(95年)
介護保険法施行(00年)
いわゆる「三位一体の改
革」(02年～)
地方自治法一部改正（指
定管理者制度を規定）
(03年)
「平成の大合併」の「合併
特例債等の特例」期限
(05年)
団塊世代の大量定年退
職「2007年問題」(07年
～)
高齢化率が21％を超え
る(07年）
リーマン・ショック(08年）
一部改正著作権法施行
(10年)
「読書権保障協議会」発
足(10年)
東日本大震災(11年)
「障害者差別解消法」施
行(16年)
付録資料2 館外におけるアウトリーチ・サービスの代表的な取組の開始年
凡例　自治体名は、サービス実施地。　[’数字]は、当該サービス活動を開始した年を表している。　数字）は、付録資料1の文献リストの文献番号を
示している。
51
